
和元年度
白鷹町消防操法大会令

１ ３ １

３ ４ ２

５ ４ １

２ ２ １

　

６
月
30
日
、町
消
防
団
が
、操
法
技
術
と
統
制
力
を
競
い
合
う
「
白
鷹
町
消
防
団
操
法
大
会
」
が
町
ス
ポ
ー

ツ
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
３
部
門
。
各
団
員
が
、
朝
晩
と
繰
り
返
し

行
っ
て
き
た
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
結
果
（
西
置
賜
支
部
大
会
出
場
団
体
）
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白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の  

 　

支
援
の
充
実
に
つ
い
て　

　
霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
町
外
の
入
学
者
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な

る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　

 

人
口
減
少
対
策
に
対
す
る  

　

 

支
援
に
つ
い
て　
　

　
急
速
な
人
口
減
少
に
緊
急
的
に

対
応
す
る
た
め
、
移
住
・
若
者
流

出
対
策
及
び
少
子
化
・
結
婚
対
策

の
拡
充
、
推
進
等
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　　

 

地
方
交
付
税
総
額
の

 　

確
保
充
実
に
つ
い
て　

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で
あ

る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
地
方
交
付
税
の
確
保
に
つ

い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　　

 

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

　

 

支
援
に
つ
い
て

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
方
の
生
活
交
通
の
確

保
・
充
実
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交

通
や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
へ
の
財
政

支
援
等
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

 

過
疎
対
策
事
業
債
の
必
要

　

 

額
確
保
に
つ
い
て　
　
　

　

過
疎
団
体
で
あ
る
本
町
が
、
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
そ
の
財
源
と
な
る
過

疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て
、
必
要

額
の
確
保
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　

 

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

　

 

制
定
と
支
援
に
つ
い
て　

　

過
疎
地
域
と
し
て
多
面
的
・
公

益
的
機
能
を
担
う
本
町
の
存
続
・

発
展
に
大
き
く
資
す
る
「
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
が
令

和
３
年
３
月
末
に
法
期
限
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
新
た
な

和２年度
白鷹町重要事業要望令

　白鷹町では、町の将来像「笑顔かがやき心かよう美しい
まち」を実現するためのまちづくりを進めています。地方
創生を推進し、まちづくりが着実に実現するよう来年度の
重要事業として次の項目を国や県に対し要望していきま
す。

過
疎
対
策
法
制
定
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　　

 

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　

　

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
町
立
病
院
の
安
定
し
た
運
営

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
師
確
保

困
難
地
域
に
対
す
る
財
政
措
置
の

拡
充
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
着
地
型
観

　

 

光
推
進
の
た
め
の
環
境
整

　

 

備
に
つ
い
て　

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人

旅
行
）受
入
れ
体
制
整
備
と
し
て
、

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
）
環
境
整
備
や
多
言
語
案
内

サ
イ
ン
整
備
等
の
支
援
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　

 
 　

木
材
の
安
定
供
給
体
制
を

　

 

構
築
す
る
た
め
の
支
援
の

　

 

強
化
に
つ
い
て　
　

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　

 

　

 

中
丸
地
区
農
村
地
域
防
災 

減
災

　

    

事
業
の
早
期
実
施
に
つ
い
て

　

た
め
池
の
決
壊
等
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
中
丸
た
め
池
の

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
県
営

事
業
と
し
て
の
早
期
実
施
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　

 

森
林
境
界
明
確
化
事
業
に

　

 

対
す
る
支
援
に
つ
い
て　

　

本
町
の
森
林
面
積
の
大
部
分
を

占
め
る
民
有
林
に
つ
い
て
、
境
界

の
明
確
化
作
業
を
加
速
化
さ
せ
る

た
め
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
実

施
等
の
支
援
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　

 

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線 

　

 

道
路
改
築
事
業
（
荒
砥
橋

　

 

工
区
）
の
推
進
に
つ
い
て

　

橋
台
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

早
期
完
成
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　　

 

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲･

下  

　

 

山
地
内
）道
路
改
築
事
業
の

　

 

早
期
着
工
に
つ
い
て　
　

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

 

長
井
〜
白
鷹
間
の
西
廻
り

　

 

幹
線
道
路
調
査
の
早
期
着

 　

工
に
つ
い
て　
　

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る
幹

線
道
路
の
整
備
に
向
け
た
路
線
調

査
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　

　 

峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害

　
  

防
止
事
業(

急
傾
斜
地)

の

　

  
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急
傾

斜
地
に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
の
防

止
対
策
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

 

県
立
荒
砥
高
等
学
校
の
単
独

　

 

校
と
し
て
の
存
続
に
つ
い
て

　

本
町
唯
一
の
県
立
高
等
学
校
で

あ
る
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
地
域
性
豊
か
で
特
色
あ
る
学

校
運
営
が
実
施
な
さ
れ
る
よ
う
単

独
校
と
し
て
の
存
続
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。
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